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シルク・ドゥ・ソレイユの舞台裏

■
講
演
者
…
…
ク
ロ
ー
ド
・
ブ
ル
ボ
ニ
エ
ー
ル
（
シ
ル
ク
・

ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
（
ラ
ス
ベ
ガ
ス
）
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

■
司　

会
…
…
矢
頭
典
枝（
本
学
英
米
語
学
科
准
教
授
、
グ
ロ
ー

バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
副
所
長
）

■
使
用
言
語
…
…
英
語
（
適
宜
、
要
約
通
訳
あ
り
）

■
協　

力
…
…
カ
ナ
ダ
・
ケ
ベ
ッ
ク
州
政
府
在
日
事
務
所

ク
ロ
ー
ド
・
ブ
ル
ボ
ニ
エ
ー
ル（C

laude Bourbonnière
）氏
紹
介

カ
ナ
ダ
・
ケ
ベ
ッ
ク
州
生
ま
れ
。
ケ
ベ
ッ
ク
大
学
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

校
卒
業
（
経
営
学
）
後
、
公
認
会
計
士
（
Ｃ
Ｐ
Ａ
）
の
資
格
を
取
得
。
そ

の
後
、
銀
行
勤
務
な
ど
を
経
て
、
シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
社
の
財

務
担
当
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
就
任
。
在
職
中
に
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
大
学
で
経

営
学
修
士
号（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）取
得
。
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
内
の
常
設

シ
ョ
ー
Ｚ
Ｅ
Ｄ
の
カ
ン
パ
ニ
ー
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
二
〇
〇
八
―
二
〇

一
一
年
）
に
就
任
。
現
在
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
二
つ
の
常
設
シ
ョ
ー

―

Zum
anity

とZarkana

―
の
カ
ン
パ
ニ
ー
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し

て
、
財
務
か
ら
企
画
ま
で
全
般
的
に
社
の
経
営
を
担
う
。

〈
講
演
要
旨
〉

は
じ
め
に

「（
日
本
語
で
）み
な
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
」。
ク
ロ
ー
ド
・
ブ
ル
ボ
ニ

エ
ー
ル
で
す
。
最
初
に
、
こ
の
講
演
会
を
可
能
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
ケ

ベ
ッ
ク
州
政
府
在
日
事
務
所
の
天
野
僖
巳
さ
ん
と
神
田
外
語
大
学
の
矢

頭
典
枝
先
生
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
お
話
に
入
る
前
に
、
シ
ル
ク
・

ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
が
ど
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
な
の
か
、
を
知
る
た
め
の

短
い
ビ
デ
オ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
シ
ョ
ー
の
様
子
（
二
〇
一
六
年
日
本
公
開
の
『
ト
ー
テ
ム
（
Ｔ
Ｏ
Ｔ

Ｅ
Ｍ
）』
含
む
）、
衣
装
製
作
や
メ
イ
ク
な
ど
の
舞
台
裏
の
様
子
が
わ
か

二
〇
一
五
年
五
月
一
二
日　

開
催

シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
の
舞
台
裏

 

ク
ロ
ー
ド
・
ブ
ル
ボ
ニ
エ
ー
ル

 

（
執
筆
＝
矢
頭
典
枝
）
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る
シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ビ
デ
オ
を
約
一

分
間
見
せ
る
。）

今
、
シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
表
し
た
短
い
ビ

デ
オ
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
不
可
能
の
限
界
を
超
え
、
想
像
を
絶

す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
お
届
け
す
る
「
創
造
性
」
と
「
シ
ョ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
」
が
合
体
し
た
集
団
―
そ
れ
が
シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
で
す
。

私
は
、
一
九
年
間
、
シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
の
海
外
ツ
ア
ー
お

よ
び
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
本
部
で
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
二
〇
〇
八

年
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
『
Ｚ
Ｅ
Ｄ
』
の
カ
ン
パ
ニ
ー
・
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
に
就
任
し
ま
し
た
。
残
念
な
こ
と
に
、
二
〇
一
一
年
、
東
日

本
大
震
災
と
津
波
の
影
響
も
あ
り
、
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
に
は
常
設
会
場
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
が
、
期
間
限
定
の
ツ
ア
ー
で

シ
ョ
ー
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一
二
年
、
私
は
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
異

動
に
な
り
、
現
在
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
二
つ
の
常
設
シ
ョ
ー

―Zum
an-

ity

とZarkana

―
の
カ
ン
パ
ニ
ー
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
働
い
て

い
ま
す
。

シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
の
誕
生
と
概
要

す
べ
て
は
、
カ
ナ
ダ
・
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
州
都
ケ
ベ
ッ
ク
・
シ
テ
ィ
の

近
郊
に
あ
る
小
さ
な
町
、
ベ
・
サ
ン
・
ポ
ー
ル（Baie-Saint-Paul

）で

始
ま
り
ま
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
の
初
め
、
こ
の
町
の
ス
ト
リ
ー
ト
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
た
ち
が
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
、
そ
の
大
道
芸
で
町
の

人
々
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
な
か
に
は
、
シ
ル
ク
・

ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
の
創
設
者
ギ
・
ラ
リ
ベ
ル
テ
（G

uy Laliberté

）
が

い
た
の
で
す
。

一
九
八
四
年
、「
探
検
家
ジ
ャ
ッ
ク
・
カ
ル
テ
ィ
エ
に
よ
る
カ
ナ
ダ
の

発
見
四
五
〇
周
年
」
を
記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
ケ
ベ
ッ
ク
州
政
府
が
探

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
ギ
・
ラ
リ
ベ
ル
テ
が
サ
ー
カ
ス
を
提
案
し
ま
し
た
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
「
シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
（Cirque du So-

leil

）」
と
い
う
名
の
も
と
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
政
府
の
援
助
に
よ
り
ケ
ベ
ッ

ク
州
中
で
興
行
し
、
人
気
を
博
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
シ
ル
ク
・

ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
が
誕
生
し
ま
し
た
。

一
九
八
四
年
創
設
当
初
、
二
〇
名
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
を
含
め
、
従
業

員
は
七
三
名
で
し
た
。
現
在
で
は
、
約
四
〇
〇
〇
名
の
従
業
員
を
有
し
、

そ
の
う
ち
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ー（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）た
ち
は
約
一
〇
〇
〇
名

ブルボニエール氏
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で
、
世
界
五
〇
か
国
か
ら
来
て
い
ま
す
。
二
五
も
の
言
語
が
飛
び
交
う

多
国
籍
企
業
で
す
。
ケ
ベ
ッ
ク
州
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
国
際
本
部
で
は

約
一
五
〇
〇
名
の
従
業
員
が
一
〇
〇
種
類
以
上
の
職
種
に
就
い
て
勤
務

し
、
従
業
員
の
平
均
年
齢
は
三
七
歳
で
す
。

現
在
ま
で
、
世
界
中
の
約
三
〇
〇
も
の
都
市
で
興
行
し
、
約
一
億
人

の
観
客
を
得
て
き
ま
し
た
。
二
〇
一
五
年
は
、
世
界
中
で
一
七
の
シ
ョ
ー

を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
二
〇
一
四
年
は
一
九
の
シ
ョ
ー
を
行
い
、
一

五
〇
〇
万
人
の
観
客
を
得
ま
し
た
。
で
は
、
シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ

ユ
の
歴
史
が
わ
か
る
短
い
ビ
デ
オ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
最
初
に
一
九
八
〇
年
代
初
め
の
ベ
・
サ
ン
・
ポ
ー
ル
に
お
け
る
大
道

芸
の
映
像
と
創
設
者
ラ
リ
ベ
ル
テ
の
姿
、
そ
の
後
、
シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・

ソ
レ
イ
ユ
創
設
以
降
の
様
々
な
シ
ョ
ー
の
ビ
デ
オ
ク
リ
ッ
プ
が
映
し
出

さ
れ
る
。）

世
界
中
の
シ
ョ
ー

シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
に
は
三
つ
の
部
門
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、「
ツ
ー
リ
ン
グ
・
シ
ョ
ー（touring show

s

）」
と
呼
ば
れ
る

部
門
で
、
こ
れ
は
次
々
と
国
を
移
動
す
る
シ
ョ
ー
で
す
。Corteo

、
Ｋ

Ｏ
Ｏ
Ｚ
Ａ
、
Ｏ
Ｖ
Ｏ
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
、Am

aluna

、
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
な

ど
の
ビ
ッ
グ
・
ト
ッ
プ
・
シ
ョ
ー
と
呼
ば
れ
る
大
が
か
り
な
シ
ョ
ー
は
、

大
都
市
を
回
り
、
一
都
市
に
二
〜
三
か
月
留
ま
り
ま
す
。

二
つ
目
は
、「
ア
リ
ー
ナ
・
シ
ョ
ー
（arena show

s

）」
と
呼
ば
れ
、

こ
れ
は
興
行
期
間
が
短
く
、
一
週
間
く
ら
い
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
回
っ

たQ
uidam

、
北
ア
メ
リ
カ
を
回
っ
たVarekai

が
そ
の
代
表
で
す
。

三
つ
目
は
「
常
設
シ
ョ
ー（resident show

s

）」
と
呼
ば
れ
る
部
門

で
す
。
現
在
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
八
つ
の
常
設
シ
ョ
ー
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
九
九
三
年
のM

ystère

に
始
ま
り
、
一
九
九
八
年
に
〝
Ｏ
〞、

二
〇
〇
三
年
にZum

anity

、
二
〇
〇
四
年
に
Ｋ
Ａ
、
二
〇
〇
六
年
に

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
、
二
〇
〇
八
年
にCRISS AN

G
EL Believe

、
二
〇
一
二

年
にZarkana

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
も
っ
と
も
新
し
い
シ
ョ
ー
は
、

二
〇
一
三
年
のM

ichael Jackson O
N
E

で
、
こ
れ
は
同
じ
年
に
日

本
で
上
演
さ
れ
たM

ichael Jackson-The Im
m
ortal Tour

と
は
別

の
シ
ョ
ー
で
す
。

ま
た
、
一
九
九
八
年
よ
り
、
フ
ロ
リ
ダ
州
の
オ
ー
ラ
ン
ド
で
もLa 

N
ouba

と
い
う
常
設
シ
ョ
ー
が
上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
シ
ョ
ー

日
本
で
は
フ
ジ
テ
レ
ビ
と
の
提
携
関
係
に
よ
り
、
早
い
時
期
か
ら
上

演
し
て
い
ま
す
。
一
九
九
二
年
、Fascination

と
い
う
シ
ョ
ー
が
東

京
を
皮
切
り
に
七
都
市
を
回
っ
て
以
来
、
四
か
月
で
一
八
〇
回
上
演
し

ま
し
た
。
こ
の
二
〇
数
年
間
で
、Saltim

banco

、Alegria

、Q
uidam

、

D
ralion

、Corteo

、
Ｋ
Ｏ
Ｏ
Ｚ
Ａ
、M

ichael Jackson-The Im
-

m
ortal Tour

を
上
演
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
日
本
各
地
で
Ｏ
Ｖ

Ｏ
が
上
演
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
最
後
の
会
場
と
な
る
仙
台
で
（
二
〇



6

一
五
年
）
六
月
ま
で
上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
シ
ョ
ー
が
成
功
を
収
め
た
こ
と
を
受
け
、
日
本
に
常
設
会

場
を
設
け
る
話
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
八
年
、
オ

リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド
社
と
提
携
し
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
Ｚ

Ｅ
Ｄ
と
い
う
常
設
シ
ョ
ー
を
始
め
ま
し
た
が
、
日
本
経
済
に
多
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
二
〇
一
一
年
の
大
地
震
の
影
響
で
、
同
年
末
、
撤
退

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
撤
退
は
Ｚ
Ｅ
Ｄ
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
と
は
全
く
関
係
の
な
い
こ
と
で
す
。
Ｚ
Ｅ
Ｄ

の
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
Ｚ
Ｅ
Ｄ
の
シ
ョ
ー
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
る
。）

経
営
と
国
際
本
部

こ
こ
で
シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
の
成
功
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

創
始
者
ラ
リ
ベ
ル
テ
は
、
芸
術
性
と
創
造
性
を
サ
ー
カ
ス
に
結
び
付
け

た
才
能
豊
か
な
人
物
で
あ
り
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
た
ち
の
能
力
を
最
大
限

に
引
き
出
し
ま
し
た
。
創
設
当
時
、
シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
は
、

ケ
ベ
ッ
ク
州
政
府
か
ら
の
援
助
を
受
け
な
が
ら
、
ラ
リ
ベ
ル
テ
が
個
人

で
経
営
し
た
サ
ー
カ
ス
で
し
た
が
、
時
代
の
流
れ
で
経
営
形
態
が
変
化

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
つ
い
最
近（
二
〇
一
五
年
四
月
）、
ラ
リ
ベ

ル
テ
は
株
式
の
九
〇
％
を
ア
メ
リ
カ
の
投
資
会
社
Ｔ
Ｐ
Ｇ
キ
ャ
ピ
タ
ル

（TPG
 Capital

）、
中
国
の
複
合
会
社
・
復
星
国
際（Fosun Interna-
tional

）、
カ
ナ
ダ
・
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
資
産
運
用
会
社
ケ
ス
・
ド
ゥ
・
デ

ポ
・
エ
・
プ
ラ
ス
マ
ン（Caisse de D

épôt et Placem
ent

）に
売
却

し
ま
し
た
。
ラ
リ
ベ
ル
テ
は
株
式
の
一
〇
％
を
保
有
す
る
こ
と
と
な
り
、

今
後
も
戦
略
面
や
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
面
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

二
〇
〇
八
年
の
米
国
を
震
源
と
す
る
経
済
停
滞
に
よ
り
、
シ
ル
ク
・

ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
は
数
々
の
困
難
に
直
面
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

い
く
つ
か
の
シ
ョ
ー
の
打
ち
切
り
も
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

私
た
ち
は
順
応
性
（Adaptation

）
と
柔
軟
性 （Flexibility

）
を
も
っ

て
、
昨
今
の
状
況
に
対
応
し
、
進
化
し
続
け
て
い
ま
す
。
シ
ル
ク
・

ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
は
夢
を
創
る
と
い
う
使
命
を
持
っ
て
お
り
、
今
後
も

世
界
中
の
期
待
に
応
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
九
九
二
年
よ
り
、

わ
れ
わ
れ
は
一
切
公
的
な
援
助
を
受
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

国
際
本
部
は
「
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
タ
ジ
オ
」
と
呼
ば
れ
、
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
の
町
は
ず
れ
の
サ
ン
・
ミ
シ
ェ
ル（Saint-M

ichel

）に
あ

り
ま
す
。
一
九
九
七
年
以
降
、
す
べ
て
の
シ
ョ
ー
の
企
画
、
創
作
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
こ
こ
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
三
〇
〇
名
以
上
の
服
飾
専
門
家
が
シ
ョ
ー
で
使
わ
れ

る
す
べ
て
の
衣
装
、
カ
ツ
ラ
、
靴
、
小
道
具
な
ど
を
製
作
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
は
「
サ
ー
カ
ス
・
ア
ー
ツ
の
街
」
で
す
。
国
際
本
部
の
隣

に
立
つ
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｕ
と
い
う
建
物
は
サ
ー
カ
ス
・
ア
ー
ツ
の
発
信
地
で
あ

り
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
を
サ
ー
カ
ス
・
ア
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
に
す
る
こ
と

を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｕ
の
も
う
一
つ
の
使
命
は
、
北
米
で

二
番
目
に
大
規
模
な
ゴ
ミ
埋
め
立
て
造
成
地
で
あ
る
サ
ン
・
ミ
シ
ェ
ル
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を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
サ
ー
カ
ス
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
育
成
を
使
命
と
す
る
州
立

サ
ー
カ
ス
高
校
と
カ
レ
ッ
ジ
も
同
じ
敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。

常
設
シ
ョ
ー

常
設
シ
ョ
ー
に
つ
い
て
少
し
詳
し
く
話
し
ま
し
ょ
う
。
ラ
ス
ベ
ガ
ス

と
オ
ー
ラ
ン
ド
の
常
設
シ
ョ
ー
は
他
の
企
業
が
追
随
で
き
な
い
ほ
ど
の

成
功
を
収
め
て
い
ま
す
。

ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
は
八
つ
の
常
設
シ
ョ
ー
が
上
演
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

毎
週
一
三
万
五
〇
〇
〇
枚
も
の
チ
ケ
ッ
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

Believe

以
外
の
各
シ
ョ
ー
は
週
に
一
〇
回
、
年
間
四
七
〇
回
上
演
し

て
い
ま
す
。
平
均
稼
働
率
は
七
五
％
で
す
。
他
方
で
、
一
九
九
八
年
に

始
ま
っ
た
オ
ー
ラ
ン
ド
のLa N

ouba

も
週
に
一
〇
回
上
演
し
、
毎
週

一
万
六
〇
〇
〇
枚
の
チ
ケ
ッ
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

ラ
ス
ベ
ガ
ス
と
オ
ー
ラ
ン
ド
で
の
成
功
は
、
現
地
の
リ
ゾ
ー
ト
会
社

と
の
強
い
提
携
関
係
（
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
Ｍ
Ｇ
Ｍ
な
ど
、
オ
ー
ラ
ン
ド
の

デ
ィ
ズ
ニ
ー
）、
そ
し
て
、
観
光
客
が
多
く
集
ま
る
立
地
、
と
い
う
点
が

起
因
し
て
い
ま
す
。

（
こ
こ
で
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
常
設
シ
ョ
ーM

ichael Jackson O
N
E

やZarkana

な
ど
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ビ
デ
オ
を
見
せ
る
。）

困
難
に
も
直
面
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
一
一
年
の
間
、

九
つ
の
シ
ョ
ー
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
、
日
本
の
Ｚ
Ｅ
Ｄ
を

含
め
、
五
つ
打
ち
切
り
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
中
心
に
上
演
し
た

Banana Shpeel

は
一
般
の
観
客
か
ら
良
い
評
価
を
得
ら
れ
ず
、
マ
カ

オ
で
上
演
さ
れ
たZaia

と
東
京
で
上
演
さ
れ
た
Ｚ
Ｅ
Ｄ
は
世
界
的
な
経

済
停
滞
の
影
響
と
脆
弱
な
提
携
関
係
の
た
め
、
打
ち
切
り
ま
し
た
。
ま

た
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
上
演
さ
れ
たViva Elvis

は
特
定
の
人
々
に
し
か

来
場
を
得
ら
れ
ず
、｢

映
画｣

を
テ
ー
マ
に
し
たIris

は
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル

ス
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
が
、
人
気
が
な
く
、
打
ち
切
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
教
訓
を
糧
に
、
我
々
は
観
客
に
よ
り
愛
さ
れ
る
シ
ョ
ー
を

開
発
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
シ
ョ
ー

二
〇
一
四
年
一
一
月
、
メ
キ
シ
コ
の
リ
ビ
エ
ラ
・
マ
ヤ
でJoya

（
ホ

ヤ
）
と
い
う
新
し
い
シ
ョ
ー
を
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
映
画
監
督
のJam

es Cam
eron

と
提
携
し
、
映
画
で
ヒ
ッ

ト
し
たAvatar

（
ア
バ
タ
ー
）
を
も
と
に
し
た
シ
ョ
ー
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｋ
を

二
〇
一
五
年
末
、
公
開
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
ビ
デ
オ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。（｢

映
画｣

Avatar

と
そ
れ
を
も
と
に
し
た
シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ

ユ
の
新
作
サ
ー
カ
ス
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｋ
を
織
り
交
ぜ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・

ビ
デ
オ
を
見
せ
る
。）

シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
の
シ
ョ
ー
は
今
後
も
ど
ん
ど
ん
進
化
し

ま
す
。
日
本
で
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
、
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い
。
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〈
質
疑
応
答
〉

Ｑ
「
今
後
、
日
本
で
は
ど
の
よ
う
な
シ
ョ
ー
が
見
ら
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。」（
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
二
年
生
）

Ａ
「
現
在
、
仙
台
で
上
演
さ
れ
て
い
ま
す
Ｏ
Ｖ
Ｏ
は
ま
だ
見
ら
れ
ま

す
し
、
来
年（
二
〇
一
六
年
）、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
と
い
う
新
し
い
シ
ョ
ー
の

上
演
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
映
画
ア
バ
タ
ー
を
題
材
に
し
た
Ｔ

Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｋ
は
今
年（
二
〇
一
五
年
）の
一
一
月
か
ら
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で

初
上
演
さ
れ
ま
す
が
、
近
い
う
ち
に
日
本
に
も
上
陸
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
Ｚ
Ｅ
Ｄ
は
常
設
シ
ョ
ー
と
し
て
は
撤
退
し
ま
し
た
が
、
ア
リ
ー

ナ
・
シ
ョ
ー
と
し
て
日
本
で
再
上
演
で
き
な
い
か
、
今
、
模
索
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。」

Ｑ
「
日
本
は
重
要
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

日
本
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
現
在
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
で
す
か
。」（
本

学
ア
ジ
ア
言
語
学
科
水
野
孝
昭
先
生
）

Ａ
「
Ｚ
Ｅ
Ｄ
に
も
い
ま
し
た
し
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
上
演
さ
れ
た
Ｋ
Ａ

に
は
高
橋
典
子
さ
ん
と
い
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
出
演
し
て
い
ま
し
た
。

クロード・ブルボニエール氏

シルク・ドゥ・ソレイユの映像もたくさん見せて
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ま
た
Ｏ
に
は
日
本
人
ス
イ
マ
ー
が
数
名
出
演
し
て
い
ま
し
た
し
、
Ｌ
Ｏ

Ｖ
Ｅ
やLa N

ouba

な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
シ
ョ
ー
に
日
本
人
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
出
演
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
日
本
で
上
演
中
の
Ｏ
Ｖ
Ｏ
に
も
日

本
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
出
演
し
て
い
ま
す
。」

Ｑ
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
が
著
し
い
昨
今
、
新
し
い
技
術
、
新
し

い
提
携
関
係
と
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
か
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。」（
本
学
客
員
研
究
員Jérém
ie 

Séror

先
生
（
オ
タ
ワ
大
学
））

Ａ
「
ア
メ
リ
カTPG

 Capital
、
中
国
のFosun International

、

カ
ナ
ダ
・
ケ
ベ
ッ
ク
州
のcaisse de D

épôt et Placem
ent

と
い
っ

た
新
し
い
提
携
先
が
シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
に
新
し
い
風
を
も
た

ら
す
で
し
ょ
う
。
特
に
今
後
は
中
国
を
重
要
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
考

え
て
い
ま
す
。
株
式
の
二
〇
％
を
保
有
し
て
い
るFosun Interna-

tional

が
今
後
の
中
国
で
の
事
業
展
開
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
思
わ
れ

ま
す
。」

Ｑ
「
世
界
中
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
採
用
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
採
用
し
、
何
が
採
用
の
基
準
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。」（
英
米
語
学
科
四
年
生
）

Ａ
「
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
国
際
本
部
に
は
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
部
門
が

あ
り
、
世
界
中
を
回
っ
て
素
晴
ら
し
い
人
材
を
発
掘
し
て
い
ま
す
。
様
々

な
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
活
躍
し
て
き
た
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
に
接
触
し
、

シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
に
入
る
よ
う
に
説
得
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
い
つ
も
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
せ
、
素
晴
ら
し
い
人
材
を

発
見
し
た
と
き
は
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
連
れ
て
き
て
、
国
際
本
部
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
場
で
訓
練
を
受
け
さ
せ
ま
す
。」

〈
講
演
の
様
子
〉

高
い
芸
術
性
と
創
造
性
を
誇
る
世
界
的
に
有
名
な
ス
ー
パ
ー
・
サ
ー

カ
ス
集
団
の
中
心
的
人
物
の
講
演
と
あ
っ
て
、
当
日
は
、
ク
リ
ス
タ
ル

ホ
ー
ル
の
定
員
一
二
〇
名
を
大
き
く
上
回
る
数
の
学
生
た
ち
や
一
般
の

方
々
が
来
場
し
た
。
本
学
は
Ｚ
Ｅ
Ｄ
の
常
設
シ
ョ
ー
が
あ
っ
た
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に
近
い
と
い
う
立
地
も
あ
り
、
Ｚ
Ｅ
Ｄ
の
会
場

で
働
い
て
い
た
、
と
い
う
人
た
ち
も
来
場
し
た
。
講
演
は
英
語
で
行
わ

れ
、
通
訳
の
か
わ
り
に
日
本
語
に
よ
る
講
演
内
容
の
要
旨
が
配
布
さ
れ

た
。
来
場
者
た
ち
は
シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
の
全
体
像
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
で
は
ま
だ
公
開
さ
れ
て
い
な
い
次

回
作
「
ア
バ
タ
ー
」
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
を
見
る
貴
重
な
機
会
も

得
た
。

講
演
当
日
は
、
台
風
六
号
が
関
東
に
接
近
す
る
な
か
開
催
さ
れ
、
講

演
開
始
か
ら
四
〇
分
を
経
た
と
こ
ろ
で
、
校
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
授
業（
講

演
）
を
中
断
し
、
全
員
帰
宅
す
る
よ
う
、
指
示
が
あ
っ
た
。
来
場
者
た

ち
は
、
惜
し
み
な
が
ら
、
最
後
に
集
合
写
真
に
収
ま
り
、
ブ
ル
ボ
ニ
エ
ー

ル
氏
に
握
手
と
サ
イ
ン
を
求
め
る
長
い
列
を
な
し
た
。
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講演終了後、サインと握手を求める学生たち

講演終了後の集合写真


